（様式３）
日中サービス支援型指定共同生活援助　事業評価（計画）シート

	設置主体
	名称
	社会福祉法人政典会
	報告日
	令和７年１２月１８日

	
	所在地
	霧島市国分重久２６９番地３
	
	

	事業所
	名称
	グループホームwithフェロー
	評価日
	　令和８年３月１１日

	
	所在地
	鹿児島県霧島市国分郡田1559番地1
	
	




	事業所の運営方針
	(運営規程の抜粋等を記入)
個別支援を徹底し、利用者の生活を総合的に支援する。 
自立を支援の念頭にアセスメントにもとづき立証された方法を用いてチームで効率的かつ専門性の高い支援を行い、利用者ひとりひとりの力を最大限に活かすものとする。

	事業内容
	○事業所開設日　令和７年６月１日
○配置職員数　　管理者　１人、サービス管理責任者　１人、世話人　６人、生活支援員　７人、
○利用定員　　　共同生活援助　９人、短期入所定員　　１人　　
○利用者数　　　９人　　
内訳　障害支援区分　非該当　０人、　区分１　０人、　区分２　０人、　区分３　０人、
区分４　２人、　区分５　２人、　区分６　５人
　　　　年齢　　　　　29歳まで　７人、　30歳代　１人、　40歳代　０人、
50歳代　　１人、　60歳以上　０人　　



	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	地域に開かれた運営
	実習生やボランティアを受け入れているか。
	（受入人数)　　８人
（受入事例）
県内３か所の特別支援学校より産業現場等実習生の受け入れを行った。
	☑　問題なし


	
	地域住民との交流の機会が確保されているか。
	（交流機会の事例）
地域連携推進会議にて、公民館長及び民生委員と今後の地域交流について協議した。
次年度実施予定。
	☑　問題なし

	短期入所の併設
	地域で生活する障害者を積極的に受け入れているか。
	（利用者数)
　４３人
保護者のレスパイトなどを中心に受け入れを行った。
	☑　問題なし
委員：短期入所の利用状況及び受入れ可能な障害特性を伺いたい。
事業所：定員は10名（短期入所1名含む）で、主に自閉症や強度行動障害の方に特化したグループホームとして運営している。短期入所は保護者のレスパイトやきょうだい児の行事等に合わせて積極的に受け入れており、延べ43件の実績がある。全職員が強度行動障害支援者研修を受講するなど、専門性の高い支援に努めている。現在10名の方と契約しており、そのうち実際に利用された方は3～4名で、延べ43件の利用となっている。利用希望の際は、前月の半ば頃までにご予約いただき利用調整を行っている。

	
	緊急的利用のニーズに対応しているか。
	（緊急受入人数)　
　３人
（緊急受入事例）
きょうだい児の行事などに伴い、受け入れを行った。今後も空き状況で相談があれば対応していく。
	☑　問題なし



	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	常時の支援体制
	日中、土日を含めた常時の支援体制の確保
	（体制等事例）
配置基準以上の職員を配置している。尚、生活支援員はすべて正規職員である。
世話人も配置基準以上配置している。
	☑　問題なし

	支援の実施
	重度化・高齢化等で日中をホーム内で過ごす利用者への支援はどのようにしているのか。
	（支援内容の事例）
個別支援計画のもと、定期的に支援会議を開催している。高齢の利用者はいないものの区分５以上の自閉症の方が多い事から、個別に環境調整をしている。
	☑　問題なし

	
	利用者が充実した地域生活を送るため、外出や余暇活動等の支援に努めているか。
	（外出や余暇活動の事例）
利用者が生活する上で必要な生活消耗品等の買い物や、整容面を整えるための美容室への外出、また季節を感じる自然鑑賞などの外出機会を設けている。
	☑　問題なし

	
	支援の質の確保に努めているか。(資格取得、研修等)
	（取得した資格、参加した研修名とその人数等）
強度行動障害支援者研修をすべての職員が受けている。
事業所内で外部講師を招き行動障害の研修を実施している。
また、県外で自閉症や強度行動障害に特化しているGHを運営している事業所への視察研修の実施をしている。
定められている、虐待防止研修や人権擁護、感染症対策の研修を実施。
身体拘束においては、必要な場合には検討委員会を開いている。
その他、精神保健福祉士１名、介護福祉士３名を複数名配置している。
	☑　問題なし

	
	体験的利用のニーズに対応しているか。
	（体験利用人数)　
　　３人
（体験利用の事例）
体験で入居をしていただき、利用者が安心して暮らせるかの判断をしていただく。
相談支援専門員や医療機関との連携をしながら、本入居へとコーディネートを行った。
	☑　問題なし













	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	適切な支援の提供
	指定計画相談支援事業者を別法人等で確保しているか
	（別法人等の指定計画相談支援事業所の確保）
現在、入居者９名はいずれも別法人の計画相談支援事業者が作成を行っている。
８か所の相談支援事業所の介入がある。
	☑　問題なし

	その他
	事業所で上記の項目の他、又は独自で取り組んでいることはあるか。
	（取組内容等）
法人内の研修委員を中心に年間計画を立て、人財育成に必要な研修を実施。
自閉症や強度行動障害がある方に入居をしていただいている事から、外部の専門職の方へ研修をお願いし、職員のスキルアップに努めている。
	☑　問題なし

	協議会からの要望・助言への対応（2回目以降）
	要望、助言に誠実に対応しているか。
	（要望・助言の内容及びその対応）
前回の評価にて、自閉症や強度行動障害の方に対しての支援が難しい事から、職員育成や研修の実施などをしていくようご助言をいただいていた。
鹿児島県の強度行動障害支援者研修のファシリテーターをされている方へ、月１回程度訪問をしていただき、支援の仕方や環境調整、職員のストレスケアなどを実施していただいた。
また、職員向けの講座なども実施していただき、支援の質の向上などを行ってきた。
夜勤従事者の休憩についてのご意見については、シフトでの勤務をして、夜勤者の休息の確保を行っている。
	☑　問題なし


※事業指定の申請の際は、「事例」を「計画」を記載してください。
